
 

 

 

 

 

１０月の旧暦の月の名前は「神無月（かんなづき）」ですね。 

全国の神々が出雲の国に集まるため、他の地域では神様が「無」になる月とされています。 

一方で神々が集まる出雲地方では、同じ１０月を「神在月（かみありづき）」と呼ぶそうです。 

神頼みしたいほどの猛暑が続いたこの夏、１０月になり朝晩は気温が下がりましたが、日中は

まだまだ暑い日が続きそうです。皆さん、体調には十分気を付けましょう。 

さて今回は、大きな社会問題として国民生活センターが注意喚起している 

“まさか自分が著作権侵害！？” 

「ファイル共有ソフト」と「著作権©※ 侵害」について詳しくご説明していきます。 

※ ©マークは「copyright」の頭文字であり著作権のことを表しています。 

 

 

 

 

【事例１】７０代男性 

法律事務所から封書が届いたので何だろうと思い開けてみると、ＤＶＤやブルーレイソフトを販売す

る会社の代理人をしているという弁護士からのものでした。当社の著作物を許可なくインターネットを

通じてだれもがダウンロードできる状態にしたとしてアダルトビデオのタイトルが記載されており、損

害賠償金として５０万円を支払うよう請求するもので、支払わなければ法的措置をとるとの内容でした。

プロバイダと契約しているのは私ですが家族が利用することもあります。私自身には全く身に覚えがな

いのですが、弁護士からの通知なのでどのように対処すればいいでしょうか。 

【事例２】５０代男性 

パソコンで見たい動画を検索したら、動画等のファイルをダウンロードできるソフトのサイトがヒッ

トし、まずソフトをインストールして、そのあとに動画をダウンロードしました。最近プロバイダ事業

者から「発信者情報開示にかかる意見照会書」が届き、動画制作者から法に基づく発信者情報の開示請

求を受けた、開示に同意しない場合でも同法の要件を満たしている場合にはあなたの情報を開示するこ

とがあると書かれていました。私は動画を視聴しただけでアップロードした覚えがないのですが…。 

 

※上記２件の相談内容は、著作権の侵害という違法行為に関わる相談であったためすぐに弁護士に相談

されるよう助言しました。 

電話：０９６５－３３－４１６２ 

  

八代市（氷川町・芦北町）消費生活センター 

２０２５年１０月   

 相談事例 

 

 

 



ファイル共有ソフトの落とし穴？ －便利さの裏に潜む危険－ 

まず知っておいていただきたいことはファイル共有ソフトの存在自体やインストール行為が違法では

ないということです。 

ファイル共有ソフトはインターネット上で不特定多数の人と直接繋がり、音楽や動画、ソフトなどの

データをやり取りできる仕組みで、バックアップソフトとして活用できる特徴があります。パソコンは

もちろん、スマートフォンやタブレットからも利用できるサービスです。便利に見えますが、著作権侵

害の温床となりやすく、ウィルス感染や個人情報漏えいなどの危険も伴います。安易な利用は大きなト

ラブルにつながる可能性があり注意が必要です。ダウンロードだけだと思っていても、実は知らないう

ちにアップロードしているケースが多く見られます。 

 

 

 

  

 

➢ ファイル共有ソフトの仕組みやリスクをよく理解しましょう 

共有されたファイルに著作権者がいる場合、ファイル送信行為をすると著作権法に違反する恐れがあり

ます。また、自分の個人情報がネットワーク内に流出してしまうリスクがあります。 

➢ 無料で漫画や動画を見るためにファイル共有ソフトをインストールしていませんか？ 

必ず正規の配信サービスを利用するようにしょう。著作権者に許可なく漫画や動画、音楽や映画などの

データをやりとりして著作権法に違反した場合、違法行為だとの認識がなかったとしても著作権侵害に

当たる恐れがあります。 

➢ 心当たりが無いにも関わらず発信者情報開示にかかる意見照会書や事業者からの文書が届いた

場合には放置せず、家族など端末を共有する可能性のある人に確認しましょう 

放置すると、裁判所から通知が届く可能性があります。 

 

事業者への対応がわからない、身に覚えがなく不安な場合には 

消費生活センターへご相談ください。 

 
消費生活相談関連のご案内【令和７年 11月分】  

相談内容 開催日 

無料弁護士法律相談 

≪予約制≫ 

令和７年１１月１４日（金）、２８日（金） 

１０：００～１２：００ １３：００～１６：００ 

予約は令和７年１１月４日（火）午前８時３０分から受付を開始します。 

市民活動政策課 TEL：０９６５-３３-４４８２までお電話ください。 

 

消費者へのアドバイス  

 

 


